
　

  

今
は
昔
の
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん　

神
門

今
は
昔
の
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん　

神
門

　

当
社
神
門
は
随
身
門
と
も
呼
ば
れ
、神
社
創

建
か
ら
十
六
年
後
の
文
政
十
年（
一
八
二
七
）に

建
立
さ
れ
て
以
来
、昭
和
二
年
の
北
丹
大
震
災

で
倒
壊
す
る
ま
で
こ
の
姿
で
し
た
。

　

瓦
屋
根
に
火
頭
窓（
か
そ
う
ま
ど
）の
あ
る
重

厚
な
建
物
で
、「
小
象
山
」の
扁
額
が
掲
げ
ら
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。

　

石
段
を
は
じ
め
狛
犬
な
ど
石
造
り
の
も
の
は

震
災
に
耐
え
て
お
り
現
在
の
姿
と
変
わ
り
ま
せ

ん
が
、周
り
の
木
立
が
若
い
の
と
、震
災
復
興
後

に
石
段
両
側
に
建
て
ら
れ
た
石
銘
碑
が
ま
だ
無

い
た
め
見
通
し
が
良
く
今
と
は
全
く
違
っ
た
風
景

に
見
え
ま
す
。

　

神
門
建
立
は
神
社
創
建
の
文
化
八
年（
一八一一
）

か
ら
十
数
年
を
経
て
参
詣
人
の
増
加
に
と
も
な

う
拝
殿
建
て
替
え
と
同
時
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

境
内
も
大
規
模
な
整
備
が
行
わ
れ
て
壮
大
な
社

殿
群
が
順
次
整
い「
峰
山
の
こ
ん
ぴ
ら
信
仰
」が

広
が
り
を
見
せ
は
じ
め
た
の
で
す
。
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４二
ヶ
月
に
一
度
偶
数
月
の
日
曜
日
に
開
催
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出
展
者

出
展
者

募
集
募
集
中
！！

　雨天時は屋内開催もあります

神社の屋内でお食事や飲物を
「1day cafe」
手づくり体験ができる
「手づくり体験コーナー」開催中！

ゆ
ぅ
〜
っ
く
り

ゆ
ぅ
〜
っ
く
り

　

の
ぉ
〜
ん
び
り

　

の
ぉ
〜
ん
び
り

、
は
合
場
の
天
雨

の
日
九
十
二
月
七

す
ま
し
施
実
で
祭
月
無
水
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斎
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竹
野
神
社

丹
後
の
有
志
神
職
が
集
い

丹
後
建
国
一
千
三
百
年
を
奉
祝
す
る

祭
礼
を
行
い
ま
す

御
神
楽
奉
納

参
観
自
由
　
雨
天
決
行
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文
政
の
こ
ろ
か
ら
大
正
時
代
ま
で

あ
っ
た
随
身
門
は
昭
和
二
年
の
大
震

災
で
失
わ
れ
ま
し
た
。
罹
災
写
真
を

見
る
と
建
物
ご
と
石
段
側
へ
転
倒
し

た
様
子
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

震
災
後
の
復
興
事
業
は
先
ず
本
殿

拝
殿
・
社
務
所
斎
館
、
次
い
で
絵
馬

舎
、
各
末
社
、
手
水
舎
が
再
建
さ
れ

昭
和
八
年
に
は
一
通
り
竣
功
し
て
い

ま
す
が
、
神
門
の
再
建
は
取
り
残
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
社
殿
復
興
資

金
は
京
都
府
か
ら
の
借
財
で
し
た
が
、

資
金
が
膨
大
に
な
っ
た
た
め
神
門
再

建
の
申
請
許
可
だ
け
が
下
り
な
か
っ

た
の
で
す
。

　
　

百
五
十
年
祭
で
の
復
興

　

再
建
が
適
っ
た
の
は
昭
和
三
十
六

年
、
実
に
罹
災
か
ら
三
十
四
年
も
経

た
後
の
こ
と
で
す
。
同
年
秋
に
挙
行

さ
れ
た
御
鎮
座
百
五
十
年
祭
記
念
事

業
の
柱
と
し
て
神
門
再
建
が
果
た
さ

れ
ま
し
た
。

　

設
計
図
面
は
震
災
後
の
復
興
計
画

時
に
作
成
さ
れ
て
い
た
物
が
そ
の
ま

ま
用
い
ら
れ
、
棟
梁
は
後
に
久
美
浜

如
意
寺
の
建
造
物
も
手
懸
け
た
中
村

淳
治
が
務
め
ま
し
た
。

　

先
ず
府
の
許
可
を
得
て
権
現
山
よ

り
用
材
を
調
達
し
、
境
内
に
は
臨
時

の
木
工
場
を
設
け
て
工
事
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。
同
年
七
月
上
棟
祭
を
執

行
し
左
右
に
は
随
身
像
も
納
め
ら
れ

丹
塗
り
が
施
さ
れ
て
竣
功
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
年
月
を
経
て
丹
の
塗
装
剥

落
な
ど
傷
み
も
進
み
、
平
成
十
四
年

に
二
百
年
祭
準
備
事
業
で
塗
り
替
え

工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
傷

み
の
激
し
か
っ
た
左
右
の
随
身
像
は

修
繕
を
諦
め
て
撤
去
さ
れ
、
現
在
の

姿
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
や
広
く
知
ら
れ
る
、
参
道
奥
の

石
段
上
に
朱
色
の
神
門
が
そ
び
え
る
、

と
い
う
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
の
風
情
は
こ

う
し
て
整

い
ま
し
た
。

　

五
月
十
六
日
開
催
の
金
刀
比

羅
会
総
会
に
お
い
て
二
百
年
祭

奉
賛
会
事
業
終
了
の
報
告
が
あ

り
、
金
刀
比
羅
会
評
議
員
で
組

織
さ
れ
て
い
た
奉
賛
会
実
行
委

員
会
解
散
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

吉
村
孝
道
奉
賛
会
長
よ
り
挨

拶
が
あ
り
「
昨
年
末
の
二
百
年

記
念
誌
発
刊
を
も
っ
て
、
準
備

事
業
か
ら
十
年
も
の
長
き
に
わ

た
っ
た
数
々
の
事
業
を
す
べ
て

完
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

役
員
一
同
の
ご
尽
力
と
ご
奉
賛

を
賜
り
ま
し
た
皆
様
方
、
関

わ
っ
て
い
た
だ
い
た
多
く
の

方
々
の
お
蔭
と
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。」と
解
散
に
当
た
っ

て
の
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

二
百
年
祭
記
念
事
業
の
集
大

成
と
し
て
『
金
刀
比
羅
神
社
御

鎮
座
二
百
年
記
念
誌
』
（
約
二

〇
〇
頁
）
を
発
刊
し
ま
し
た
。

　

ご
希
望
の
方
に
は
、
初
穂
料

三
千
円
以
上
で
頒
布
し
ま
す
。

　

尚
、
本
文
七
九
頁
記
載
の

「
二
百
年
祭
奉
賛
者
芳
名
」
に

誤
脱
箇
所
が
あ
り
ま
し
た
。

一
段
目　

金
弐
百
萬
圓
以
上
に

「
中
山
商
事
㈱
」
を
追
加
。

七
段
三
行
目

・
誤
「
安
立
登
志
成
」

・
正
「
足
立
登
志
成
」

ご
関
係
の
皆
様
に
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
の
峰
山
花
火
大
会
は
平

成
二
十
三
年
に
二
百
年
祭
を
奉

祝
し
て
七
月
夏
季
大
祭
に
実
施

さ
れ
、
こ
れ
を
伝
え
て
行
く
べ

く
昨
年
神
社
役
員
総
代
が
花
火

実
行
委
員
会
を
組
織
、
準
備
期

間
の
都
合
も
あ
り
商
工
関
係
の

有
志
者
を
中
心
に
ご
協
賛
を

募
っ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
か
ら
は
、
峰
山
の
住
民

の
皆
様
に
も
「
わ
た
し
た
ち
の

花
火
大
会
」
と
い
う
意
識
を

も
っ
て
い
た
だ
き
永
く
途
絶
え

る
こ
と
な
く
開
催
で
き
る
よ
う

に
と
、
金
刀
比
羅
会
総
会
で
提

案
さ
れ
、
各
区
区
長
、
評
議
員

一
同
の
賛
同
を
得
て
広
く
協
賛

を
募
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
退
任
の
お
知
ら
せ

総　

代　

中 

江 

克 

樹　

様

顧　

問　

平 

田 
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義　

様

  　
　
　

 

髙 

田　

 

一    

様

　

永
年
の
ご
奉
仕
に
深
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

神
門
の
来
歴

二
百
年
祭
奉
賛
会
解
散

御
鎮
座
二
百
年
記
念
誌
発
刊

夏
季
大
祭

花
火
実
行
委
員
会 。

現在の神門

震災で倒壊

150年祭趣意書の再建図

建前の様子

権現山で用材の伐採

再建用地

用地基礎工事

境内に製材木工場

神門再建 竣功竣功後の随身像

    

金
刀
比
羅
会 

役
員
名
簿 

敬
称
略

会　

長　

稲
葉
悦
男

副
会
長　

松
本
研
二　

西
垣
徳
彦

監　

事　

藤
原
邦
夫　

井
上
五
朗　

横
井
邦
夫

　　
　
　

  

地
区
評
議
員　

 

指
名
評
議
員　

  
地
区
委
員　

   

元
町
区   

早
川
邦
生     

山
下
重
雄       
金
安
義
孝

  

 

 

 

        

川
島
三
次

   

一　

区   

吉
岡　

勲     

岡
崎
一
芳       

吉
岡
博
泰

 

 

         

田
中
修
一
郎    

羽
田
陽
次

   

二　

区　 

田
中　

滋     

北
垣
達
夫

   

三　

区　

 

松
村　

繁     

安
田
清
志 

   

四　

区　

 

赤
岩　

淳     

吉
見
英
次 

   

五　

区　

 

寺
田
泰
政     

田
中
啓
一       

粟
倉
正
雄

   

六　

区    

田
中
敏
和     

横
井
邦
夫 

 

 

          

吉
岡　

均 

   

七　

区　

 

尾
早
敏
明     

山
本
英
雄 

 

 

          

荻
野
正
二 

   

八　

区　

 

木
村
成
信     

由
利
敏
雄 

   

九　

区　

 

高
橋
茂
夫     

平
井　

猛       

山
本
年
信

   

十　

区 

中
川
芳
隆      

赤
岩
康
利 

 

 

          

三
木
邦
彦 

   

十
一
区 　

堀
井
久
男     

木
下
譲
太
郎    

岡
田
定
三

   

十
二
区 　

大
森
孝
市     

小
西
哲
夫       

今
田　

守

   

十
三
区 　

井
上
千
惠
子  

松
本
鐘
三
郎 

   

十
四
区 　

沖　

    

一    

小
野
甚
一       

平
井
喜
三
郎

 

 

 

 

        

野
村
和
生

   

十
五
区 　

岸
村　

進　
　
 

        

池
辺
靖
夫

   

十
六
区 　

田
中
徳
久     

廣
野
勇
夫 

   

十
七
区 　

中
山　

一     

岸
本
博
一       

由
良
隆
彦

   

十
八
区 　

木
本　

博     

矢
谷
平
夫       

真
岡
修
治


